
£F城跡整備の ー環として、現荘、南北の
隅櫓をつなぐ榔jllJの建設が、江戸時代の伝統

的工法をよ与に進められています。域跡公園の

桜がi前IlHの4)J刷、 3本の裂の一つで門の
正面に院かれ、中心木となる岩木=写真右側 i
=が柱の上に組み込まれました。 f"

樹齢1，000{pのヒノキ材で幅46f':-;;;、高き70

γ作、長さ 12:= 、 ill~2 九の冠木は、クレー

ンでつり上げられ、両側の石垣にピッタリと

収められました。情門は昨年10月308に起工

式が行われ、今年7月に棟上げ、来年3月に

は完成の予定です。櫓門の復元は、 2棟の檎

とともに上回峨跡、の歴史的対観を印象づける

重要な建物となります。(写真は南櫓から撮影)
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潤
い
の
あ
る
散
策
道
に

戦
国
時
代
、
真
田
昌
幸
に
よ
っ
て

築
か
れ
、
四
百
年
の
歴
史
を
誇
る
上

回
城
。
現
在
、
で
も
市
内
は
も
ち
ろ
ん
、

近
隣
の
其
印
町
や
東
部
町
な

E
に
真

田
氏
ゆ
か
り
の
史
跡
が
残
り
、
こ
れ

ら
の
閤
域
に
住
む
人
た
ち
の
憩
い
の

場
と
し
て
縦
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
服
史
的
に
恵
ま
れ
た

地
域
の
文
化
を
保
が
し
、
倒
域
住
民

に
は
や
す
ら
ぎ
の
場
と
し
て
、
ま
た

観
光
客
に
は
兵
凹
.
族
の
ロ
マ
ン
を

語
る
場
と
し
て
の
盤
備
を
削
る
、
広

域
市
町
村
閤
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
点

凹

一
族
ロ
マ
ン
の
里
づ
く
り
」
が
行

わ
れ
て

い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

か
か
わ
る
事
業

t
し
て
昭
和
六
十
二

年
度
か
ら

「歴
史
の
散
歩
道
」
の
整

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ニ
れ
は
、

t
m城
跡
を
中
心
と
し
た

一
つ
の
ル

ー
ト
を
献
花
附
し
て
、
市
民
や
観
光
客

に
謄
史
に
ふ
れ
な
が
ら
散
策
し
て
も

ら
う
の
が
ね
ら

い
で
す
。
総
事
業
費

は
.. 
M
ゅ
.
下
一
・9h
万
円
。

石
畳
や
灯
ろ
う
を
設
置

こ
れ
ま
で
し
し
川
城
や
周
辺
の
ま
ち

並
み
に
令
わ
せ
て
、
谷
一
必
り
ご
と
特

徴
あ
る
散
策
道
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

歩
道
に
は
石
川
買
や
灯
ろ
う
な

E
を
設

ま
ち
に
潤
い
を
も
た
せ
、
歩
く
人
た
ち
に
城
下
町
の
歴
史
に

ふ
れ
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
散
策
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
市

が
整
備
を
進
め
て
い
た
「
歴
史
の
散
歩
道
」
が
一
部
を
除
い
て

完
成
し
て
い
ま
す
。
上
回
城
跡
を
中
心
と
し
た
城
下
町
の
散
策

に
も
、
き
っ
と
広
が
り
が
出
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
新
し
い

ブ
口
ム
ナ

l
ド
、
皆
さ
ん
、
気
軽
に
歩
い
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。

意
外
な
歴
史
の
発
見
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

置
し
、
城
下
町
の
雰
囲
気
を
醸
し
出

し
て
い
ま
す
。

(
4
・5
ペ
ー
ジ
図
)

園
末
広
通
り
散
策
道

昔
な
が
ら
の
土
の
色
。
カ
ラ
1
舗

装

t
石川
H
を
ほ
ど
こ
し
、
歩
く
人
に

や
さ
し
い
道

t
な
っ
て
い
ま
す
。

-
お
堀
通
り
散
策
道

市
指
定
文
化
財
の
上
川
州市
E
脂
館

表
門
(
引
上
川
高
校
正
門
)
、
上
堺
、

織
に
A
H
う
よ
う
に
整
備
し
ま
し
た
。

石川
M
な
ど
の
ほ
か
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

や
白
壁
と
石
畳
が
調
和
し
た
坂
下
通
り
散
策
道
の
一
角

【2]7 5. 広報うえだ5.

吟
大
手
公
園
の
滝

吟
二
の
丸
通
り
の
石
畳



-F坂下通
り
散
策
道
に
あ
る
石
の
街
灯

石
畳
の
プ
ロ
¥Li 

ナ
ー
ド

j
歩
い
て
円み
ま
せ
ん
か
/
城
下
町
j

の
演
出
も
見
逃
が
せ
ま
せ
ん
。

・
大
手
南
通
り
散
策
道

歩
道
北
側
仁
は
ガ
ス
燈
や
彫
刻
、

ベ
ン
チ
を
配
置
し
、
休
憩
ス
ペ
ー
ス

t
な
っ
て
い
ま
す
。

「一公
郁
」
を
し

の
ば
せ
る
繭
形
の
敷
布
も
、
比
る
人

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

-
大
手
門
公
園

ま
ず

城
下
町
上
回
に
ふ
さ
わ
し
い
桝
形

の

一
部
を
利
用
し
て
作
っ

た
ポ
ケ
ッ

ト
パ

l
ク
。
木
々
の
中
に
沌
や
ガ
ス

倍
、
あ
ず
ま
や
が
あ
り
、
ま
ち
中
の

オ
ア
シ
ス

t
い
っ
た
感
じ
で
す。

-
大
手
町
本
通
り
散
策
道

三
色
の
。
フ
ロ
ッ
ク
を
使
っ
た
歩
道。

u
b
 

「
兵
刊
紙
」
を
デ
ザ
イ
ン
化
し
た
も
の

で
、
夜
は
ガ
ス
灯
仁
灯
が
と
も
り
、

ま
ち
並
み
に
彩
り
を
添
え
て
い
ま
す
。

・
二
の
丸
通
り

枯
れ
山
水
風
の
庭
園
造
り
が
特
徴
。

敷
石
に
は
其

m十
県
上
の
頗
を
彫

っ

た
石
板
な
ど
も
見
ら
れ
、
訪
れ
た
人

々
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、

り
や
き
並
木
遊
歩
道

t
接
続
し
て
お

り
、
広
範
闘
な
散
策
が
楽
し
め
ま
す
。

・
い
こ
い
の
道

レ
ン
ガ
色
の
カ
ラ

l
舗
装
と
、
両

側
に
石
位
。
市
民
体
育
館
北
側
に
は

自
然
石
を
敷
き
つ
め
た
ス
ペ

ー
ス
も

あ
り
、
休
息
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

・
坂
下
通
り
散
策
道

白
壁
と
調
和
し
た
石
川
M
に
、
石
の

街
灯
、
周
辺
に
は
木
々
も
多
く
、
ひ

と
昔
前
を
関
心
わ
せ
る
よ
う
な
仕
上
が

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

各
所
に
案
内
板
な
ど
を

市
で
は
、
昨
年
か
ら
行
っ
て
い
る

新
町

・
諏
訪
部
地
区
の
整
備
の
仕
上

げ
と
し
て
、

今
年
度
、
旧
松
本
街
道

の

一
部

(芳
泉
土
寸
前
の
通
り

・
約
百

二
十
灯
)
を
石
畳
仁
し
ま
す
。
ま
た
、

各
所
に
案
内
板
を
設
置
し
、

観
光
客

を
合
め
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
歩
い
て

い
た
だ
け
れ
ば

t
考
え
て

い
ま
す。

・
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
(
内

線

1
5
2
4
)

7 5. 広報うえだ5.[3] 



国
街
道
裏

矢
出
沢

--fj 
場

国
藩
主
居
館
跡
前
も
齢
制
策
遁
に



• 長3ム ヘ占

-市営球場

※安は案内板設置場所(予定)

h
v
今
年
度
整
備
す
る
坂
下
本
通
り

松
本
街
道
)
の
イ
メ
ー
ジ
イ
ラ
ス¥
 ト(
|日



上

m城
の
本
丸
と
二
の
丸
の
堀
は
今
も
残
っ

て
い
ま
す
、
が
、

三一
の
九
大
手
の
臓
は
市
街
地
の

中
に
姿
を
消
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

呪
私
の
よ
間
前
工
会
議
所
の
あ
た
り
を
南
北

に
貫
い
て
い
た
、
長
さ
約
二
二

0
メ
ー
ト
ル
の

水
堀
が
三
の
丸
大
手
の
柄
、
て
、
真
山
氏
の
時
代

に
造
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
堀
の
水
は
、
原
町
の
西
側
か
ら
七
軒
町

の
南
側
を
通
り
、
丸
明
町
J

て
円
形
を
な
し
て
作

事
場
(
現
清
明
小
学
校
)
の
北
側
へ
と
流
れ
て

上
田
藩
の
会
所
、
時
鐘
櫓

一一一ーー一

「ず下 白一

¥ 

-
藩の政務を司る会所と時刻を伝えた時鐘槍があった辺り

い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
丸
拙

t
い
う
町
名
は
、

三
の
丸

大
手
の
椀
の
水
が
、
ゆ
る
い
カ

l
ブ
を
描
い
て

人
な

流
れ
て
い
る
場
所
に
閃
む
と
一
以内
わ
れ
て
お
り
ま

す。
丸
堀
の
む
れ
が
中
内
地
図
に
見
え
る
の
は
、
幕
末

の
弘
化
四
年
(
一
八
四
七
)
作
成
の
凶
で
、
当

時
は
九
堀
通

t
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
町
は
、

上
問
城
の
三
の
丸
の
中
に
あ
り
、
中
級
武
士
の

属
政
が
並
ぶ
侍
町
で
し
た
。

ま
た
、
町
の
・
中
央
に
は
、
上
町
滞
の
政
務
を

司
る
会
所
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
会
所
は
後
に

命

"

・

句

常
川
町
に
移
転
し
、
そ
の
跡
地
は
徒
士

t
足
経

の
住
屑
に
変
わ
り
、
幕
末
の
こ
ろ
に
は
徒
士
三

人
、
足
軽
三
人
が
性
ん
で
い
ま
し
た
。

会
所

t
並
ん
で
、
上
川
滞
が
時
刻
を
伝
え
た

時
鐙
棉
が
あ
り
ま
し
た
。
場
所
は
丸
堀
の
通
り

に
、
七
軒
町
通
り
が
突
き
当
る
あ
た
り
で
す
。

時
を
知
ら
せ
る
錨
が
嶋
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
延
宝
五
年
(
.
六
七
七
)
か
げ
り
と
伝
え
ら

%
0

・，H
A

れ
て
い
ま
す
が
、
錯
そ
っ
く
の
は
中
間
(
武
常

に
つ
き
従
う
雑
卒
)
の
役
目
で
し
た
。

安
政
六
年
(

4

八
五
九
)
十
二
日
十
六
日
の

ニ
と
で
す
、
某
中
聞
が
時
の
鐙
を
つ
き
忘
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
上
川
部
は
こ
の
中
間
を
業
務

怠
悦
の
と
が
め
で
、
鱗
桜
仁
一.
.
日
間
押
し
込
め

る

t
い
う
苛
酷
な
処
分
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
時
を
跨
げ
る
併
は
滞
に
と
っ

て
大
切
な
仕
事
で
あ
っ
た
の
で
す
。
な
お
、
時

錨
檎
は
川
治
則
に
ム
ー
の
よ
川
商
工
会
議
所
の
場

所
へ
移
さ
れ
、
昭
和
九
年
に
卜
一
間
械
跡
公
開
入

円
に
移
転
、
問
問
十
八
年
仁
は
平
和
の
錨

t
名

づ
け
ら
れ
現
花
に
王
っ
て
お
り
ま
す
。

ttd
'''
 

明

成

プ

kμ

吸

収
ニ
ヵ

M
M

マ

話

ン

----n-F
 の
ィ
観

ザ

景

バ

プ
「
l

景
観
形
成
の
基
本
的
方
向
付
け
を
具
体
的
に

示
し
た

「上
田
市
都
市
景
観
デ
ザ
イ
ン
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
が
、
こ
の
ほ

E
完
成
し
ま
し
た
。

問
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
市
内
で
建
築
物
、
工
作

物
、
屋
外
広
告
物
な

E
を
新
設
、
改
修
す
る
場

合
に
、
よ
り
良
い
景
観
を
形
成
す
る
た
め
に
、

施
主
・
設
計
者
・
施
工
者
に
配
慮
し
て
い
た
だ

き
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
計

画
、
設
計
、
施
工
の
際
に
手
引
書
と
し
て
利
則

て
き
ま
す
。

「デ
ザ
イ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル

」
の
活
用
に
よ
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
景
観
に
対
す
る
認
識
を
深

め
、
積
航
的
に
ま
ち
づ
く
り
仁
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
設
計
者
・
施
工
者
の
符
さ
ん
に
は
、
よ

り
良
い
景
観
形
成
の
た
め
の
手
法
守
創
立
工
夫

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
長
野
県
景
観
条
例
に
よ
る
大
規
模
行

均
等
の
屈
け
川
に
対
す
る
指
導
、
助
需
の
場
、
て

の
基
準
と
し
て
も
利
用
し
て
い
き
ま
す
。

「
デ
、
ザ
イ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
は
、

A
4
判、

四
十
八
ペ
ー
ジ
(
オ
ー

ル
カ
ラ
!
)
で
建
設
部

管
理
諜
(
市
役
所
本
庁
舎
三
階
)
に
て
一
部
千

五
百
円
で
購
入
で
き
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
都
市
計
同
課
(
内
線
1
5
2

3
)
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カメラスケッチ

こ
れ
か
ら
も
仲
よ
く
ね

い
や
で
す
ね
ノ
・
事
故
・
.. 

「
戦
国
絵
巻
」
勇
壮
に
/

込‘ .. 

'1'fi_Wljの伐の行事「 卜'_ n l兵 1 11 まつり」が~ J] 

10 fl に行われました。 1-: I UWU~jから 1 1 ' 九 I ltiJ，ii 
街にかけては武者行手II:bqî-われ、ノk~frli li:の
ほか、小!nUI;の111]"村長が武将にふん装。 その

他.of-f1"り城 卜‘IU]"やのど fl'l挫も hわれました。

，J n] 71::1、「新]il:-'I:を迎える会」が秋拘l児
J:j~センターで聞かれました。 続什:-hわれてい

るこの会、 ノド|ミは祈 1:(F-LIミ8人 UíJ~JJ~/j 、) を

約30人の先持たちが迫!え入札、いっしょにゲ

ームゃくじ引きなどを楽しんて.いました。

[7] 広範うえ定5.5. 1 

春の全国交通安全運動の一環 tして 4月6

目、ヤングドライノfー・ セーフティキャラパ‘

ン隊約15人が市役所を訪問。同キャラパン隊

は上田市のほか、県内各市町村や企業を訪札

交通安全に関する啓もうを行いま した。

5月1日~フ日

憲法は明るい社会の道しるべ



(奈良尾)大円寺
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
と

カ
タ
ク
リ

大
川
守
は
、
鹿
H
K
ヒ
年
(

-

h

ハ
0
1
)

鍛
治
町
の
川
窓
年
二
代
住
職
久
谷
樹
パ
州

附
が
附
山
、
点
川
の
家
問
池
川
M
K
門
守
に

よ
っ
て
附
恭
さ
れ
ま
し
た
。
も
と
も
と
の

場
所
は
、
別
介
住
地
よ
り
も
山
奥
で
し
た
が
、

八
代
住
職
の

t
き
こ
の
地
に
移
っ
た
も
の

で
す
。
過
去
に
二
度
火
災
に
会
い
、
現
在

の
諸
堂
は
江
戸
末
期
の
も
の
。

t
t
t
 

衆
寮
(
経
を
見
た
り
、
法
ぞ
聞
い
た
り

す
る
部
屋
)
仁
川
、
中
間
南
末
時
代
(
約

Z
A
 

じ
U
午
前
)
の
径
山
-

h

照
準
禅
師
の
阿
川
に

よ
る

『
選
仏
限
切
牛
の
額
ぞ
拘
げ
で
あ
り
ま

す
。
「
逃
仏
場
」
と
は
ゆ
い
抑
常
の
こ
と
ぞ
指

し
ま
す
。
胤
防
相
の
あ
る
汗
体
が
特
徴
で
す
。

四
日
卜
日
前
後
に
な
る

t
、
本
堂
泌
乎

の
竹
や
ぶ
の
中
で
、
紅
紫
色
の
カ
タ
ク
リ

の
花
が
咲
き
誇
り
ま
す
。
数
百
株
は
あ
る

で
し
ょ
う
。

一
年
の
う
ち
十
か
月
を
地
下

で
生
活
し
、
花
を
咲
か
せ
る
の
は
十
日
ほ

r。
山
門
下
の
参
道
の
シ
ダ
レ
、
ザ
ク
ラ
と

併
せ
て
、

ld
れ
る
人
の

U
を
殺
し
ま
せ
て

い
ま
す
。
(大
円
寺
劃
住
職
・
林
紹
道
さ
ん
)

古布でティッシュいらず
伊藤愛子さん(59歳・吉田)

普から、自分たちの

食べ‘たものは自分たち

で始末するものと思っ

てレるので、裏の知1で
'1:ごみをたい肥にして
います。古い陣子や板切

れでq銅いJを作り、そ
の中に入れるだけです。

また我が家では、合

いシャツな Eを純lカ・〈

切り、テ ィッシュペー

パーの代用品のように

(I.l!っています。{史い終

わったら紙類なEい、
っしょに、ふろをiiJI:か
すときの燃やす材料に。

ですから、うちで/P，る

ごみははtんE不燃ご
みだけです。

ピ7フノの先生lこなって
みんなに教えだい

小林由季ちゃん

〈東小・2年〉

わたしは、週に l回ピア クや花時計があるといいで

ノを習っています。大きく す。一輪車の練習や大なわ

なったらピアノの先生にな とびができるような広い場

って、みんなに教えること 所もあるといい。前に行つ

ができればいいと思います。 た少年科学センターみたい

また、公園にアスレチッ・なのがあればいい。

[8] 7 5. 広報うえだ5.



その①

自 己 紹介

日本のイメージ

.今回から外国人の見 :
jた日本、 上田を連破 j
iします。

山
に
固
ま
れ
、
自
然
が
豊
富

よ
く
号
え
て
み
る
と
、
「
あ
っ
と
パ

う
問
に
」
日
本
は
六
年

υに
入
り
ま

し
た
。
ち
ょ
う

-E.
九
八
八
年
阿
川

七
日
、

二
十
四
時
間
の
旅
を
栄
し
ん

で
、
や
っ
と
日
本
に
肴
き
ま
し
た
。

脊
で
し
た
ネ
。
し
か
し
、
雨
が
降
っ

て

t
て
も
浅
か
っ
た
で
す
。
そ
う
パ

う

t
、
私
の
と
こ
ん
は
秋
で
し
た
が

ま
だ
件
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す。
こ
こ
ま
で
く
る
と
、
私
は

E
ζ
か

ら
来
て
い
る
と
い
う
、
』

t
が
脅
さ
ん

は
も
う
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
「
ピ

ン
ポ
ン
・:
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
す
。
私
は

日
系
一二
附
で
マ
ル
シ
ア
紀
，
f
・
峨
山

'
ζ

由
叩
し
ま
す
。

E
-フ
ぞ
よ
ろ
し
く
ね

H
H
一」大
学
で
「
蚕
」
を
研
究

ブ
ラ
ジ
ル
で
官
官
路
大
学
令
市
「
業
し
、

体
育
学
部
に
入
学
し
ま
し
た
が
、
修

f
す
る
前
に
こ
ち
ら
へ
米
ま
し
た
。

そ
れ
で
、
現
夜
、
信
州
大
学
の
大
学

院
三
年
生
で
す
。
勉
強
は
蚕
で
す
/

あ
の
か
わ
い
い
天
蚕

t
枠
盃
(
ヤ
マ

マ
ユ
ガ
)
が
私
の
ゲ
ス
ト
ス
タ
ー
な

ん
で
す
。

私
の
父
純
の
卜
H
の
悦
父
(
付
)
は

広
h

崎
県
で
、
川
叩
純
の
い
々
は
叫
刊
山
川
町
か

ら
・
.
卜
厳
令
・ら
い
の
こ
ろ
ブ
ラ
ジ
ル

へ
移
民
し
ま
し
た
。
コ
ー
ヒ
ー
伽
で

頑
張
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
と
持
労
し

た
と
忠
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
は
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
ζ

と
を
し
人
材
き
だ
と
思
い
ま
す
e

日
本
の
イ
メ
ー
ジ
と
実
際

私
は
日
本
へ
米
る
前
に
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
や
友
だ
ち
な
ど
か
ら
日
本
や

n

本
人
の
こ

t
を
附
い
た
り
、
そ
れ
に

対
し
て
ぬ
け
分
の
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
を

作
り
ま
し
た
。
い
ち
お
う
、
日
本
は

建
物
や
人
が
い
っ
ぱ
い
で
、
日
本
人

は
冷
た
い
と
い
う
こ

t
で
す
・
:
。

で
も
、
大
都
会
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

光
誌
と
違
い
、
信
州
は
山
、
山
、
山

に
凶
ま
れ
て
い
て
叩
か
な
れ
然
が
い

つ
は
い
/
・
-
』
の
よ
う
な
所
に
住
ん
で

い
る
人
た
ち
は
冷
た
い
人
だ
と
刀
え

ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
ど
こ
で
も
悪

い
人

t
良
い
人
は
い
ま
す
が
:
・
。
こ

の
こ

t
を
別
じ
し
て
、
考
え
方
や
習

慣
な
.
ど
の
迷
い
に
よ
っ
て
人
々
の
感

動
の
去
し
ト
々
が
川列
な

っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。

「休
み
は
ど
う
す
る
の
?
」

ま
た
、
日
本

t
ブ
ラ
ジ
ル

t
の
違

い
を
少
し
見
て
み
る
と
、
時
差
は
十

-
一
時
間
で
季
節
は
全
く
反
対
で
す
。

こ
う
い
う
こ
と
で
川
出
版
的
に
も
、
い

く
ら
日
系
で
あ
っ
て
も
、
述
い
が
あ

る句』

t
は中
I
た
り
前
で
し
ょ
う
ネ
。

例
え
ば
、
時
間
の
過
ご
し
方
と
い

う
か
、
連
休
仁
な
る
と
日
本
人
は
何

守
す
る
か

E
う
か
が
問
題
に
な
り
そ

う
で
す
「
休
み
が
民
レ
と
附
り
ま

す
」
や
「
家
政
.
米
で
休
み
に
な
る

t
fど
も
は

E
う
寸
る
か
」
「
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
よ
う
な
連
休
山
・
に

技
術
を
失
っ
て
し
ま
う
」
な
ど
、
私

は
聞
い
た
司
」
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
聞
か
な
い

こ
と
で
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
働
く
と

き
は
ま
じ
め
に
働
い
て
い
ま
す
が
、

休
む

t
き
は
の
ん
び
り
し
て
い
ま
す
。

で
き
れ
ば
家
校
、
友
だ
ち
{
多
人
歓

の
ほ
う
が
よ
い

t
い
う
こ

t
で

)
t

泌
へ
行
っ
た
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
で
殺
し

い
時
聞
を
符
い
っ
し
ょ
に
過
ご
し
ま

す。
こ
こ
で
も
、
も
う

一
つ
の
違
い
が

生
じ
る

t
思
い
ま
す
。
日
本
人
の
場

合
は
ブ
ラ
ジ
ル
人
と
追
っ
て
一
人
で

旅
行
し
た
り
、
-
人
で
楽
し
も
う

t

す
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

・フか。

‘' 

「若
い
」
と
思
い
込
む

わ
た
し
は
普
か
ら
、
で
さ
る
こ
と

に
は
な
ん
で
も
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。

呪
花
で
も
、
日
常
の
事
の
運
転
や
ジ

ョ
ギ
ン
グ
、
冬
に
は
ス
キ
ー
や
ス
ケ

ー
ト
も
や

っ
た
り
し
ま
す
。
そ
も
そ

も
、
今
ま
で

E
こ
も
必
い
と
こ
ろ
が

な
い
お
か
げ
な
の
で
す
が
、
わ
た
し

は
亡
く
な
っ
た
主
人
(
院
.
帥
)
に
感
謝

し
て
い
V

る
の
で
す
。
主
人
は
玄
米
や

去
な
ど
を
食
べ
、
ぜ
い
た
く
な
食
ぃ
併

を
川
町
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
か
ら
、

わ
た
し
も
体
を
ア
ル
カ
リ
性
に
保
つ

猫のフンにも

モラルを

て
い
ら
れ
る
の
で
す
。
そ
れ
に
縛
将

で
あ
る
こ
と
。
あ

t
趣
味
を
た
く
さ

ん
持
っ
て
い
る
の
が
い
V

い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

「
若
さ
」

t
は
、
そ
も
そ
も
心
の

持
ち
点
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自

分
で
「
も
う
行
く
な
い
」
と
剥
h
A
に
な

っ
て
は
だ
め
だ

t
思
う
の
で
す
。
で

す
か
ら
、
年
を

t
つ
で
も
化
粧
ぐ
ら

い
は
し
て
い
な
く
て
は
と
思
い
ま
す

し
・
:
。
そ
し
て
「
今
が
い
ち
ば
ん
若

い」

t
毎
川
思
っ
て
生
き
て
い
る
の

が
と
て
も
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

関沢雪子さん

(83歳 ・新田〉

8SMしの場合
① 

ID/~/ 
J527 
'伺 紡のフン、オシッコの

冒量:2=1-. 弘い!.t、火のフンなんて

用 回」いうも……。
~ I I-lト-4下之=払 家族は全員が勤めだと、

L/j口ロ ロァ-.::.;:，/、J'I然猫!Hト。でも外にト
..，___...............__ ....... 二i イレiまなし。「りさな所で

問を足しできなさいJ e 

いうこ tでしょう。軟ら

かく乾いた砂があれば、家の阿りやイヒJ¥その111

はおかまいなし。イヒlま柿れてしまいます。

備は犬t違ってゥないでおけません。備の

フンの始末はいったいだれがするのでしょう

か。飼い主の符さん、おおぜいの人がmまっ
て'tiliしていることを銘記してほしいと思い
ます。せめて、外にトイレを用芯して、 Il~tt't

i・jけさせてく fごさい。
{匿名)
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妙
っ
た
煙
で
M

脱
臭
M

お
茶
の
葉
の
利
用

日
本
の
家
庭
な
ら
、
ど
こ
に
で
も
あ
る

の
が
日
本
茶
で
す
。

き
て
、
お
茶
は
歓
む
だ
り
で
な
く
、
飲

ん
だ
後
の
茶
ガ
ラ
も
わ
た
し
た
ち
の
生
活

に
役
立
ち
ま
す
。
茶
ガ
ラ
は
普
か
ら
、
部

屋
の
掛
き
Hm除
に
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

集
め
た
茶
ガ
ラ
を
紋
っ
て
水
れ
を
と
り
、

部
屈
に
ま
い
て

M
除
を
し
ま
す
。
こ
う
す

る
と
、
ホ
コ
リ
が
立
ち
ま
せ
ん
。

ま
た
、
嫌
な
に
お
い
ぞ
と
る
脱
央
剤
と

し
て
も
効
果
的
、
て
す
。
茶
ガ
ラ
を
一
つ
か

み
、
フ
ラ
イ
パ
ン
で
焦
げ
な
い
程
度
仁
よ

く
妙
り
ま
す
。
妙
っ
た
お
茶
の
葉
を
小
さ

な
ポ
リ
袋
な
ど
に
入
れ
て
、
冷
蔵
庫
や
食

器
棚
の
・
中
に
白
い
て
お
く
と
、

い
が
消
え
ま
す
。

嫌
な
に
お

一
つ
か
み
を
フ
ラ
イ
パ
ン
ヘ

魚
ぞ
焼
い
た
後
、
で
、
台
所
や
部
尾
に
伐

る
生
山
大
い
に
お
い
も
、
お
茶
の
葉
は
効
果

的
で
す
。
ま
だ
九
州
綱
が
熱
い
う
ち
に
、
網

の
上
に
お
茶
の
葉
を
.
つ
ま
み
落
と
し
て

く
だ
さ
い
。
網
の
上
、
て
焦
げ
た
お
茶
の
こ

う
ば
し
い
香
り
で
、
台
所
や
部
屋
の
生
臭

い
仁
お
い
は
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
魚
な
ど
を
料
理
し
た
後
、
手
に

生
臭
き
が
残
っ
て
い
る
と
き
に
も
、
お
茶

の
焦
が
役
に
立
ち
ま
す
。
番
茶
で
も
結
構

か
で
す
か
ら
お
茶
の
葉
を
.
っ
か
み
、
フ
ラ

緋

イ

パ
ン
に
入
れ
て
絡
が
し
ま
す
。
そ
の
と

一い

き
に
出
る
煙
に
子
を
吋
て
る

t
、
生
央
い

臭
に
お
い
が
消
え
ま
す
。

掛
お
茶
は
し
り
る
と
、
昧
も
香
り
も
す

h-

W

仁
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。
緑
茶
を
し
け
さ

心
せ
て
し
ま

っ
た
ら
、
鍋
に
お
茶
の
葉
を
入

船

れ

ゆ

っ
く
り
鮒
を
川
し
な
が
ら
、
弱
火
で

生
粍
〈
妙
り
ま
す
。
こ
う
ば
し
い

一
風
変
つ

の焦

っ
た
の
ほ
う
じ
茶
。
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。

マ
ヘ
ヒ
l
ヘ

ッ

ト

無

料

マ

赤

ち
ゃ
ん
川
布
川
セ
ッ
ト
・
九
千
円

マ
中
叫
気
沈
滞
機

会ニ
台
}
二

1
六
千

円

マ

冷

温

風

織

要

相

談

マ

携

傍
川
カ
セ
ッ
ト
(
二
台
)
三

i
四
千

円
マ
自
転
ボ
(
小
学
四
年
ま
で
使

用
可
)
無
料
マ
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ

ト

三
千
円
マ
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ト

千

川

マ

ス

チ
ー
ル
事
務
川
机

製

相

撲

マ

テ
レ
ビ
ムH
(

コ
l
p

l
三

点
セ
ッ
ト
}
繁
"
料
マ
ハ
イ
フ
ヘ
ツ

.ト
・
九
千
円
マ
除
上
ス
パ
イ
ク
、
ン

ユ
1
ズ
(
女

-n
叩
)
二
千
円

マ

健
康
.
ふ
ら
下

が

り

機

無

料

マ

五

月
節
句
段
飾
リ
セ
ッ
ト
一
万
円

マ
学
生
か
ぱ
ん
三
千
円
マ
フ
ォ

ー
マ
ル
ワ
ン
ピ
ー
ス
一
万
五
千
円

..三案内 山持品おぬ

スパイスの誘惑.............・・落合恵子

絹の道・....................・・・・・・平岩弓枝

早春の花、いろとりどり

ピル・クリントンのすべて

・・・持田直武

...立松和平膏空・・・

アイコはとぴ立つ

・・・子どもと文学の会

賢治宇宙……-…… ……宮沢賢治

畏ぐつをはいたねこ............ペロー

ライオンの考えごと…・・・・…・-繕本勲

みつぱち家族の大冒険ー.....小原嘉明

日本史まんが年表……うめだふじお

泣いた赤おに・..........・・・・・・・浜田康介

マ
ヘ
ビ
ー
カ
ー
シ
l
ト

マ

み

ら

ん

こ

マ

ヘ

ビ

ー
カ

ー

マ

チ

ど

も

似

合
ニ
1
凶

歳

)

マ

三
給

巾

マ

シ
ュ

l
サ
l
ミ
キ
サ
ー

マ
ワ
ー
プ

ロ

マ

綴

除

機

マ

縞

風

後

マ

白

紙

耶

マ

.ハ
イ
ク
マ
ガ
ス
沿
海
器

マ

ス

チ

ー

ル

本

棚

マ

鋭

台

マ

人
形
ケ
ー
ス
〈
h
H

川
さ
出
師
、
織
部
師
、

奥
行
き
お
叩
)
マ
帆
訓
練
川
ス
ハ
イ

ク
シ
ュ

l
ス

(
刀

・
山
・
叩
)

本文とは関係ありま

せん
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一時的なものなので割り切って

四
月
に
第
一
子
を
出
産
し
て

か
ら
何
と
な
く
気
介
が
落
ち
着

か
ず
、
子
ど
も
が
か
わ
い
い
と
い
う
愛

情
が
わ
き
ま
せ
ん
。
ど
こ
か
お
か
し
い

の
で
し
ょ
う
か
。

(
二
十
九
歳
)

k

出
産
と
い
う
大
き
な
仕
事
を

J

無
事
済
ま
す
こ
と
が
で
き
、
ほ

ん

t
う
仁
よ
か
っ
た
で
す
ね
。

お
産
の
後
、
夜
よ
く
眠
れ
な
い
、
食

欲
が
な
い
、
気
分
が
沈
む
、
何
と
な
く

泣
き
た
く
な
っ
て
し
ま
う
、
不
安
で
た

ま
ら
な
い

t
訴
え
る
お
母
さ
ん
は
少
な

く
な
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ

る
マ
タ

ニ
テ
ィ
l
・
ブ
ル
!
と
言
わ
れ

る
精
神
的
な
症
状
で
す
が
、

一
時
的
な

も
の
で
す
か
ら
、
悩
ま
な
い
で
、
上
手

に
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

こ
の
マ
タ
ニ
テ
ィ
!
・
ブ
ル
!
と
い
う

症
状
は
、
出
産
に
よ
っ
て
妊
娠
を
続
け

出
産
後
、
気
分
が
沈
む

Q 

る
た
め
仁
出
て
い
た
ホ
ル
モ
ン
が
減
り
、

子
宮
を
収
縮
さ
せ
、
母
乳
を
出
す
ホ
ル

モ
ン
が
増
加
す
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、

急
激
な
ホ
ル
モ
ン
の
変
化
が
原
因
で
す
。

だ
れ
で
も
が
な
る
ん
だ
か
ら
、

一
時

的
な
も
の
な
ん
だ
か
ら
と
割
り
切
っ
て、

つ
ら
い
と
き
に
は
、
ご
家
族
の
か
た
に

赤
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
を
お
願
い
し
て
、

ゆ
っ
く
り
眠
っ
た
り
、
母
親
学
級
、
で
い

っ
し
ょ

に
な

っ
た
お
友
だ
ち
と
話
を
す

る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

母
親
に
な

っ
た
ん
だ
か
ら
し
っ
か
り

し
な
く
て
は
と
頑
張

っ
て
し
ま
う
の
は

考
え
も
の
で
す
。
気
長
に
考
え
ま
し
ょ

う
、
ど
う
し
て
も
気
分
が
す
ゃ
れ
な
か

っ
た
り
、
体
調
が
悪
か
っ
た
ら
、
産
科

の
先
生
に
相
談
す
る
か
、
市
役
所
保
健

婦
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

マ
保
健
予
防
課
(
内
線
1
3
7
6
)

どうなる学校五日制・・ー・・・ー・・広木発行

それは経費で落とそう......吉村達也

活字三昧・ 0・・・・・・・…・...........目黒考二

女五十代の生き方… … …吉武輝子

中国の挑戦・..

…エドワード・A.ガーガン
いま日本と韓国を考える- 金両纂

琉球の葵{祭たち・…… ・……大城立裕

潜水艦伊16号通信兵の日誌

一石川幸太郎

平成トム・ソーヤー……・・原因宗輿

マソリンは生きていた(上)

……ジョージ・パーノウ

激動の統合ドイツ…・・・・・・・・小林浩二

禁じられた過去…一-・……赤川次郎

愛を感じるとき・..........・・・・・・・金賢姫

映画とともにいつまでも・"i，定川長治

当世やまとごころ…・"…・山川静夫

カモシカの生活誌・，..........落合啓二

敵舞伎通になる本・...........小山観翁

「
自
立
」
ば
女
性
全
体
ザ

女
性
セ
ミ
ナ
ー

女
性
セ
ミ
ナ
ー
は
、
メ
ン
バ
ー
十
数
人
で

す
が
、
月

一
回
主
に
働
く
婦
人
の
家
、
て
、
「
生

き
る
こ
と
、
考
え
る
こ

t
」
や

「
女
性
の
自

立
」
な

E
を
テ
1
マ
に
考
え
て
い
ま
す
。

「
句
」
れ
か
ら
は
女
性
が
社
会
に
参
加
で
は

な
く
、
参
画
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

|
。
上
回
女
子
短
期
大
学
の
松
田
幸
子
先
生

の

「女
の
生
き
方
、
考
え
方
」
は
自
分
た
ち

の
指
針
と
し
て
、
事
に
あ
た
る
ご
と
に
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
す
。

女
性
の
「
自
立
」
は
自
ら
立
つ
だ
け
の
も
の

で
は
な
く
、
自
分
含
律
す
る
こ

t
も
必
要
。

こ
の
二
つ
の
自
立
(
律
)
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
決
し
て
自
己
主
張
の
強
い
女
性
が
自
立

し
て
い
る
と
は
い
え
な
い

t
思
う
の
で
す
。

自
分
だ
け
が
突
走
る
の
で
は
な
く
、
女
性

全
体
の
水
準
が
上
が
っ
て
、
自
立
し
て
い
か

な
け
れ
ば
と
思
う
の
で
す
。
松
問
先
生
は
、

「
男
性
は
社
会
へ
出
る
と
七
人
の
敵
。
女
性

は
八
人
の
敵
。
女
性
の
八
人
目
は
自
分
自
身

が
女
と
い
う
こ
と
に
甘
え
る
こ
と
に
あ
る
」

t-お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
思
い
当
た
る
言
葉
と

し
て
し
っ
か
り
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

(
代
表
・
半
田
八
千
代
さ
ん
)

-・la
必
叶
E
'

A
q
-
-

F
E
Z

‘
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市
役
所
は
平
成

5
年
4
月
か
ら
、
保
育
園
、
高
齢
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
市
民
会
館
、
図
書
館
、
消
防
署
、
産
院
、
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
な
ど
を
除
き
、
毎
週
土
曜
日
が
休
み
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
死
亡
届
な
ど
は
、
と
れ
ま
で
ど
お
り
日
曜
、
祝
日
と
同
様

に
市
役
所
の
当
直
で
受
け
付
け
ま
す
。

情報

堀
り
出
し
物
い
っ
ぱ
い

資
源
活
用
広
場
ヘ
/

••• 
無
駄
を
な
く
し
、

t
い
う
観
点
か
ら
、

お
り
開
催
し
ま
す
。

新
口
聞
は
も
ち
ろ
ん
、
捨
て
る
に
は

惜
し
い
、
ま
だ
ま
だ
使
え
る
商
品
が

蜂
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

5
月
日

も
の
を
生
か
す

今
年
も
次
の
と

nm午
前

9
時
i
午
後
2
時
(
雨
天

時
は
5
川
同
日
制

に

延

期

)

マ
と

こ

ろ

市

役
所
駐
巾
・
場

マ
そ
の
他

山
山
舟
叫
h

行
は
例
入
、
同
体
で
.
ど

う
ぞ

マ
問
い
合
わ
せ

生
前
環
境

課

(
内
線

1
3
9
0
)

応
急
処
置
マ
ス
タ
ー

日
赤
救
急
法
講
習
会

••• 
事
故
を
防
止
し
、
圧
し
い
救
急
法

の
知
識

t
技
術
を
身
に
つ
り
ま
し
ょ

う
。
費
用

3
、

0
0
0
円。

マ
と
き

5
月
羽
目
的
・
初
日
側
、

6
月

5
目
的

・
6
臼
仰
午
前
9
時
i

午
後

4
時
叩
分

マ
と
こ
ろ

福
祉

会
館

(
大
手
2
・
市
役
所
東
斜
め
向

か
い
)

マ

内

容

人

i
呼
服
、
傷

、室、
5月15日出市役所駐
車場へぜひ、どうぞ

の
手
当
て
な
ど

マ
定
員
加
入
(中

込
順
)

マ

申

し

込

み

屯
話、
て

5

月
お
日

ωま
で
に
厚
生
課

(内
線
1

6
0
6
)

へ

母
親
学
級
で
丈
夫
な

赤
ち
ゃ
ん
育
て
て
/

••• 
安
心
し
て
お・
躍
を
し
、
丈
夫
な
赤

ち
ゃ
ん
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

Jr約
不

要
。
ほ
接
ど
う
ぞ
。

マ

対

象

妊

賑
中
の
人

マ

と

こ

ろ

胤

川

母
下

健
成
セ
ン
タ
ー

(大
卒
本
郷
5
5
5

1
1
・
8
@

3
1
4
9
)

マ
持
ち

物

付

rr健
康
手
帳
、
部
記
川
ハ
ハ、

ズ
ボ

ン

(
体
操
実
技
用
)

マ
費
用

無
料

マ
問
い
合
わ
せ
塩
川
支

所

(

宮

@
3
0
0
0
)
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見
て
、
触
れ
て
、
楽
し
い

5
月
は
創
造
館
で
/

••• 
-
親
子
パ
ソ
コ
ン
教
室
(
初
級
)

マ
と
き

5
月
刊
日
制
午
前

9
時

却
分
i
午
後
4
時

マ

と

こ

ろ

パ

ソ
コ
ン
教
室

(
2
階

)

マ

対
象

小
学
校
4
年
生
か
ら
中
学
校
3
年
生

ま
で
の
初
心
者
親
子
叩
組
(
申
込
順
)

マ
申
し
込
み

5
月
刊
日
側
午
前

9
時
よ
り
電
話
、
て
創
造
館
(
包
@

1

1
1
1
)

へ

• 

-
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

マ
と
き

5
月
お
日
間
午
前
9
時

初
分
i
午
後
4
時

マ
と
ニ
ろ

パ

ソ
コ
ン
教
室

マ

対

象

小

学

校

4

年
生
か
ら
中
学
校
3
年
生
ま
で
の
初

心
者
初
人
(
申
込
順
)
マ
由申し
込

み

5

月
げ
日
開
午
前
9
時
よ
り
電

話
で
創
造
館
(
包
@

1
1
1
1
)

へ

-
「電
気
の
謎
」

マ

と

き

5

月

8
日
出
午
前
川
時

(約
1
時

間

)

マ

と
こ
ろ

第
2

科
学
実
験
室

(
4
階
)

マ
内
容

電
流
は

E
ん
な
も
の
に
も
流
れ
る
だ

ろ
・
フ
カ
・.. 

-
春
の
星
空
観
望
会

マ
と
き

5
月
日
日

ω午
後
7
時

叩
分
1

9
時

マ

と

こ

ろ

天

体

観

測
室
(
屋
上
)
マ
そ
の
他

①
午

後
7
時
初
分
ま
で
に
受
け
付
け
を
済

-二の丸1-2・fi@0762

18:301会員券

青少年諜

上田市民
劇場
@9697 

市民会館

よ回こどもまつり

JJ 

民畜
0262 
@5078 

前進座実
行委員会

JJ 

18:301会員券

13: 15 
18:30 

前進座公演

r怒る富士J
18:30 

館一
h-5

一五山川鵬

レい一
M
山

崎

村

F
4
E
一
mw

文
計9
日

円

Hum
-人
1
-心
。

紅

一4

鈎
一岳

幻

尚
一概
一
一
割
一団
会
制

J
u
一

円
切
一

f
一人
制
崩
一

町

一大
色
信
一

木

凹

材

昨

• 

ま
し
て
く
だ
さ
い
。
②
・中
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
で
。

-
県
農
民
美
術
連
合
会
作
品
展

マ
と
き

5
月

8
日

ω1四
日
附

午
前
9
時

1
午
後
4
時
加
分
(
最
終

日
は
午
後
1
時
ま
で
)
マ
と
こ
ろ

美
術
館

(
2
階
)

日本愛吟岳心会

上回岳心会吟訟大会
30 
日

料9 :101無

水道彦業70周年記念講演
113: 30 1祭

会(講師は倉嶋厚さん)

6
/
4樹

水道局

-上田原1640・告⑮1111
若林

@5656 

料

料12:301無

創造館

創造館

長野フジ
カラー
⑫5055 

写実画澄上回展

(-6月1日)

リバーサルフィルム I I 

入門ゼミ(申し込みは市18:301 3.000 
内カメラ庖ヘ) 1 1 門

料9 :001無25 
ω 
30 
日

奮
っ
て
ね
/
工
業
統

計
調
査
の
ポ
ス
タ
ー

••• 
全
国
の
製
造
業
を
営
む
事
業
所
ぞ

対
象
に
行
わ
れ
る
「
工
業
統
計
調
査
」

へ
の
理
解
を
深
め
、
協
力
を
呼
び
か

け
る
ポ
ス
タ
ー
そ
募
集
し
ま
す
。

マ
規
格

A

2
判、

4
色
以
内
、

作
品
の
裏
に
住
所
、
氏
名
、
職
業
(
学

校
名
、
学
年
)
、
を
明
記
す
る
こ
と

マ
募
集
期
間

5
月
1
目
的

1
6
月

初

日

制

マ

応

募

先

県

庁
情
報
統

計
課
(
干
捌
長
野
市
大
下
南
長
野

6
9
2
1
2
)

マ
問
い
合
わ
せ

企
画
課
(
内
線
1
2
2
5
)

日皆
本さ
赤ん
十の
字真
社心
社・を
資・/

••• 
日
本
赤
十
字
社
は
、
国
際
的
仁
は

飢
餓
、
疾
病
な
ど
の
援
助
、
園
内
で

は
献
雌
、
災
害
救
援
事
業
な
ど
そ
行

っ
て

い
ま
す
。

同
社
員
の
増
強
と
社
資
募
集
の
た

め
、
自
治
会
役
員
ち
ん
と
市
赤
十
字

悲
仕
団
が
各
世
帯
ぞ
訪
問
し
ま
す
の

で、

E
う
ぞ
ご
協
力
含
お
願
い
し
ま

す
。
マ
問
い
合
わ
せ
日
本
赤
十
字
社
上

田
市
地
区
(
厚
生
課
内
・
内
線
1

6

0
8
)
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-情報テープJレ・

「
交
通
災
害
共
済
」
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
/

••• 
今
年
も
交
通
災
害
共
済
の
更
新
時

期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
市
、
で
は
、

5
月
1
日
付
け
で
申
込
杵
を
お
送
り

し
ま
し
た
の
で
、
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

マ
加
入
方
法

①

5
月
幻
円
働
ま

で
は
自
治
会
で
取
り
ま
と
め
ま
す
。

会
費

(
5
0
0
円
)
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

②
自
治
会
へ
申

し
込
め
な
か

っ
た
場
令
、
市
民
謀
、

名
支
所
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

③
幼
稚
園
、
保
育
問
、
小
学
校
、
中

学
校
へ
通
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
は
、

各
園
、
各
学
校
か
ら
申
込
書
ぞ
お
送

り
し
ま
す
。
(
闘
や
学
校
で
申
し
込
む

と

3
0
0
円
)
。

マ
加
入
が
無
料
に

な
る
人

生
活
保
識
を
受
け
て
い
る

人
、
身
体
障
害
者

(
1
、
2
、
3
級)、

療
育
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
、
交
通
・

災
害
遺
児
、
初
歳
以
上
の
人
(
大
正

ロ
年
5
月
幻
自
以
前
の
生
ま
れ
)
は

Eヨゆm揚j;Jl棚団箇匝宿泊[:1;_).1;1

苦情や要望を
速やかに解決

「道路標識がtlJIがっていて見にく ~'J r工場廃水によ

り、河川の汚れと悪失がひEいJ一一こうした地域社
会の問題があっても、「役所まで行くのが遠いJr役所に

は直接言いにく ~'J という人は、前寄りの行政相談以

(下表)に相談されることを?お勧めします。

行政相談委μは、法律に基づいて総務庁長官から委
嘱を受けた民nuの有識者で行政に対する脊情や要望を
住民から聞いて解決をしていく、最も身近な相談相手

です。毎月第2日臨日の定例相談 (r広報J16日号で案

内)のほか、世話や手紙でも相談ができます。相談は

すぺて無料で、品tli必は厳守されますので、安心してご
相談ください。

・合同相談所を聞きます

5月16日{口)から22日出までは「容の行政相談週間」

です。長野行政監察事務所、市などでは「一日合同行

政相談所」を次によ

り開設します。おれ

軽にどうれ1>とき

5月21日幽午前10時

~午後3時1>とニろ
上田西武デパート

(天神1)1>問い合わ

せ 生活環境，，!I!(内

線1390)

市
が
会
費
含
負
担
し
ま
す
の
で
、
申

し
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

マ

問
い
合
わ
せ

市
民
諜
(
内
線

1
3

5
8
)
 

平
成

5
年
地
価
公
示

が
発
表
さ
れ
ま
し
た

••• 
3
川
お
円
、
凶
上
~
げ
か
ら
平
成

5

年
の
地
価
公
示
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

地
価
公
示
は
、
都
市
計
画
区
域
内
の

各
地
域
で
標
準
的
な
使
わ
れ
方
を
し

て
い
る
土
地
(
標
準
地
)
を
選
ん
で
、

そ
の
適
正
な

t
地
価
絡
を
公
表
し
、

県
が
行
う
地
価
調
査
(
叩
月
ご
ろ
公

表
)
と
併
せ
て
土
地
を
売
買
す
る
際

の
目
安
に
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

市
内
に
は
、
地
価
公
示
の
棋
準
地

が

3
地
区
あ
り
、
価
佑
は
下
或
の
と

お
り
で
す
。

-
閲
覧
は
市
役
所
な
ど
で

標
準
地
の
地
価
、
標
準
地
が
接
す

る
道
路
の
樋
瓶
、
何
円
以
、
阿
川
準
地
周

辺
の
土
地
利
用
状
況
な
ど
を
制
か
く

記
載
し
た
地
価
公
示
の
関
係
書
面
は

次
の
施
設
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
お

気
軽
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

マ
市
役
所
本
庁
舎
〈
企
画
課
・

3

(敬称略)-行政相談委員

坂田

関

階
)
マ
塩
田
支
所
マ
川
西
支
所

マ
豊
殿
支
所
マ
図
書
館

-平成5年地価公示標準地価格表
標準地の所在 標準地 1m' 対前年 標準地

当たりの価 上昇率 の
(!也容・住居表示)絡(円) (%) 利用状況

上田市緑が丘3T
自728香川外「縁が 106，000 新規 住宅
丘3・21そJ

大手1丁目5298番l
188，000 1.1 住宅

『大手1-3-11J 

中央l丁目5099番2
1，280，000 0.0 j苫鮪

外「中央1-4-5J

価格は平成5年l月l日現在

[141 7 5. 広報うえだ5.
金表(2か月)中、口径3001111から150剛の水道料金がr氷室1m以上16m
以下O円、17m以上60m以下110円」とあるのをrlm以上60ni以下110円Jに。
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-中小企業融資一覧
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以内
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5.0% 
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4 . 5~o 

①市内に居住し、市税を完納し|運転資金 Il ， OO~
ている入。 1""，..........=1 万円

@市内に!苫鋭、工場、事務所ま

たは事業所を布するもの。

③常時使用する従業員数が30人

未満であること。

④同一械の営業実縦継絞し|運転資金|l，zoh
て1年以上する こし

I⑤信用保証協会の定める対象業
事業多角化|

| 種を営むもの。
資金|

目@その他、市が定めるもの。

設備資金 12 ， OO~
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「広報J4月1日号(No.ll24)の16ページ「水道料金が変わりましたJで次の
誤りがありましたので訂正しておわびいたします。別表Eの上田市水道料 *訂正おわび7 5. 広報うえだ5.[151 
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(6か)1.1t )1:) 

r最近、寝返りができるよ

うになりました.ゲラゲラ

とよく笑うようにも」とOil
の富美子さん 川

保健診tt
保健予防課(内線 1374)

-麻しん.MMRワクチン予防接種

[>予防接種は選択で麻しんの定期の予防接種を主・

施する tきに、同時に風しん、おたふくかぜの予防持
種ぞ受けることを111し出ればM(麻しん)、 M(おたふく

かぜ)、 R (風しん)を掠種することができます。
問診票に、麻しん単独にするか、 MMRにするか保
護者の希望守記入する欄t押印箇所がありますω 赤ち
ゃん手l憾の|日l診票は使えません。

b対象者 ①ヂloc3年ιIn 1 FIから9月30日までに

生まれた幼児 ②、17.成 3-{f. 3川3HI以前に生まれ、今

まで仁麻しんまたはMMRの予防接種を受けたことの
ない幼児(ただし 6j誕ぷii:ia)。
※MMRの予防接純lム麻しん、おたふく古・ぜ、風
しんの 1つまたは 2つにかかったことのあるお子さん

でも接種できます。ただし定期の麻しん予防接種をす

でに受付てある場-介lまJ妥結てきません。
[>実施期間 5 JJ 6 Il(村から 5月31日(月)まで。おチ

さんの健康状態のよい日を選んでください。

[>実施場所 ド去の委託!天療機関へ事前{二電話な E

で連絡してからお受けU.ごさい。掠種料金は無料です。
[>持ち物 印鑑(必ずお持ちくださt、)、母子健康手

帳(問診京は委託|実1tt機関にあります)

[>接種上の注意 赤ちゃん手帳の中にある予防接種

を受ける前、受けた後の注意事項をご覧ください。

[>MMRワクチンの副反応 MMRワクチンの副反応、

は麻しんワクチンによる発熱と、おたふくかぜワクチ

ンに由米する知的性髄)]英炎の発生が報告されています。

発熱は、被般極fiの約20%に37".5度以上、 5%以下に
39度以上の発熱がみられます。この発熱は接種後5-

lLIllに始まり、 2"以内に解熱します。おたふくかぜ

ワクチンが郎1).;1であると忠われる無菌性髄膜炎はおよ

そし000人にl人の持IJ合で発坐していると予想、されます。
[>副反応があった場合 副反応(一時的な頭痛、発

熱などは除()が生じた場合には、直ちに医師仁相談

してください。また保健予防課にも連絡してください。

・麻しん・MMRワクチン予防接種委託医療機関 (50音順)

-健康増進クリニック

[>とき 5 JJ 28 I1 伽午前8時45分~午後 111寺 [>と

ころ よUI保健所(・材木町・ 合同庁舎) [>内容 ① 

検尿、的li市検ftなどの他脱皮測定②栄養診断③15分1m
歩行など 1>定員 10人(qJ込)1国) [>費用 4，820fJ1
1>申し込み 5 )J 18 A (刈までに上回保健所(n@71

48)へ

献血にご協力を/
a B寺 間 主曇 所

5/'16日十・ 野大学
13:00-15:30 

一
5月13臼司

9 :30-正午 上底緩衝守神校

13:30-16:00 J R上田駅

5月16日日 13: 45-15: 30 自然遺電車公悶

広義買うjf~5. 5. 1 [16] 
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